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その視線の先に、とびっきりの"ワクワク"が待っている。
～世界へ飛び出せ、未来都市の玄関港～

➀“ものづくり”と“技術”を学ぶ

②カワサキワールド

10:00～  カワサキワールド自由見学
ものづくりと技術を学ぶ

11:00～  出航（60分クルーズ）船内説明

12:00   着岸
            早駒運輸SDGsの取り組みについて

      操舵室見学、質疑応答

12:30 終了

実施場所:カワサキワールド＋boh boh KOBE 号
神戸市中央区波止場町2-2

実施時間:10:00～12:30、14:00～16:00 
                 ※月～水曜日定休
所要時間:約2～2.5時間
実施可能人員:20名～40名
実施費用:お一人様 2,300円＋事務手数料
               ※入場料・乗船料込
貸切バス駐車場:メリケンパークバス臨時駐車場

（有料・予約不可）
最寄駅:地下鉄みなと元町駅約5分

プログラムスケジュール例

boh boh KOBE（神戸港60分クルーズ）
海からの美しい神戸の街並みと東西に広がる六甲山景、壮大な大阪湾をboh boh KOBE号でお楽しみください。タイミ
ングが良ければ、船上から迫力ある飛行機の離発着にも出会えるかも。新しい神戸の魅力を、またひとつ見つけませんか。

８. 川崎重工業＋早駒運輸 【三宮・元町エリア】

「つぎの社会へ、信頼のこたえを」
川崎重工グループは、刻々と変わる社会に、革新的なソリューションをタイムリーに提供し、希望ある未来を
つくっていきます。そして、さまざまな枠を超えてスピーディに行動・挑戦することで、自らの可能性を広げ成⾧
し続けていきます。また、川崎重工グループでは、新たな時代の社会課題を見据え、次の３つのフィールドに
注力しています。 
・安全安心リモート社会 「リモートによる新しい価値の創造」 ・近未来モビリティ 「人・モノの移動を変革」
・エネルギー・ 環境ソリューション 「安定したクリーンエネルギーへの挑戦」

③boh boh KOBE 号でのクルージング+SDGsの取り組み説明

神戸にいながら気軽にリゾート気分を感じられます。1階はオリジナルグッズやカフェが備え
られ、2階には大パノラマビューがご覧いただける特別スペース3階には海風を感じられる
開放的なオープンデッキを備えております。
定員:550名、総トン数:427トン、全⾧:38m、幅:10.66m、深さ:3.5m、
馬力2,001PS、航海速力:14kt

港町・神戸、メリケンパークの帆船と波をイメージした神戸海洋博物館内に「カワサキワー
ルド」はあります。かつての文化の発信地であった港で、神戸に生まれ世界にはばたく川崎
重工のテクノロジーを体感してください。当たり前にあると、ものづくりの「大切さ」「思い」は
いつもは気づかないかもしれません。Kawasakiのテクノロジーを「見て・触れて」ものづくり
を身近に感じてほしい。夢中で楽しむその先に、学びや発見が待っているはずです。

カワサキワールドでは、川崎重工グループの代表的な製品を「見て」「触れて」いただくととも
に、楽しく学びかつ遊びながら「技術のすばらしさ」と「ものづくりの大切さ」を実感していただく
ことを目指しています。
また、boh boh KOBEからは、数々の潜水艦や商船を建造してきた歴史ある川崎重工 
神戸工場を海上からご覧いただけます。

※別途、事務手数料が必要となります【神戸市に宿泊の場合⇒１人あたり700円（税込）、日帰り・神戸市外に宿泊の場合⇒１人あたり1,000円（税込）】
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学習の流れ（モデル）

●“ものづくり”と“技術”についての課題を
   考える。

●つぎの社会“近未来”について、知見を
   深める。

●自分たちに「できること」を自ら考えて
   行動する。

●“モノづくり”や“技術”の仕事を通じた
   地域や社会に対する関わり方の事例を
   調べる。

●海上観光業と地域とのかかわり方につい
   て調べ、どう貢献できるかを考える。

●“ものづくり”と“技術”を学ぶ。

●つぎの社会“近未来”を考える。

●自分たちに「できること」を自ら考える。

●“モノづくり”や“技術”の仕事を通じた
   地域や社会に対する関わり方を学ぶ。

●水先案内人の仕事について理解を
   深め、働く価値を考える。

●つぎの社会“近未来”を考えて
  社会への貢献を見出す。

●パンフレット教材をもとに、川崎重
  工業の取り組みについて学ぶ。

●boh boh kobeについて調べる。

●日本の“モノづくり”について調べる。

●“モノづくり”や“技術”が地域や社会
   に果たす役割について考える。  

事前学習 現地学習 事後学習

S
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① “ものづくり”と“技術”を学ぶ
② つぎの社会“近未来”を考える
③ 自分たちに「できること」を自ら考える

学習のポイント

８. 川崎重工業＋早駒運輸 【三宮・元町エリア】
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